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禅悟
創
、正と
1旦
性
の
と
ーーと
くに
禅問答を
中心として
ーーー
一、
禅問答と悟り
禅では、
よく
師と弟子と
の聞
に問
答が行
われ
るが、
それは
相
手の見
識、
境涯
を調べ
たり、
相手
を悟り
に導き、
さら
に悟り
の境
涯を深め
るため
に行
われる。
また
二人
以上
のも
のが、
問答
によ
って仏
法を明ら
かに
示す
こと
も
ある。今日
の臨
済系
統の禅で
は、
公案
と
い
って
禅
の問
題を弟子
に与
えて
、
これ
を参
究さ
せ
るの
である。
禅問答
は、
一般 に一問
一答で
打ち切ら
れ、
聞い
と答と
の間には、
必ず
し
も直
接の論
理的
な脈
絡は
ない。
それと
いうの
も、
禅問
答は、
分別判断
を断
絶せ
しめて、
直接
に真
の事
実
を
つかませ
ようとする
から
である。
弟子
から
師に問
うもの
には
、「如何な
るか
是れ仏
」、
「如何な
るかこ
れ祖
師西来意(達
磨は
何のため
に中
国に来
たか
、すな
わち
「禅
の真
髄と
は何
か」)、
「如何な
るかこ
れ仏
法の大
意」
と
か基
本的な間
いが
多く、
師
から
弟子
に問
うも
のに
は
「食事を
すま
せたか
」、
「雨
の音
が聞
えるか
」
という
目前
の事
実の聞い
が多
い。
しかし
、結局
は、
禅問答
は
「真
の自
己
(真
の事
実)
とは
何か」
を
禅の悟
りと創
造性
恩
彰
田
問う
て
いるので
ある
。
公案
の無
字、
隻手、
父母未生以前
の本
来の
面目と
いうのは
、
何れも仏
性、
すなわち
真
の白
己
(真
の事
実)
をつ
かませ
るため
に修行
者に与え
られ
るの
である。
そこで
修行
者は、
坐禅
し、
工夫し、
また師の指
導を受け
る。
こう
し
て今
ま
で
の自
己が
死ん
で、
生ま
れかわ
った
の、 が真
の自
己で
ある。
す
なわち
自
他の対
立した、
分別
の見
方が
なくなり、
自己と世
界が
一
つで
あ
り、
そしてそ
の中
味は何
もな
いこ
とに
気づ
く。
これ
、 が真
の自
己の
自覚であ
り、
悟り
である。
(1) 
禅問答
は、
上回閑
照によると
、師
と弟子
の
一対
一 の向か
い合い
であ
る。
ふつ
う室内
で師と弟子が
ひざを
付き合わ
せる
ほど
近づ
いて問
答
する。
師が
「オイ」
といえ
ば、
弟子が
「ハイ
」
と答
えて
、
ひびき
合う呼応
の関
係
であると
述べ
ている
。
この
問答が定型化
されたも
のが公
案である。
公案
は、
禅者
の悟り
の機
縁
や言
行を短
い文
章で
表 現し
たもので
、修行
の行動規準
とな
り、
また
師が弟
子を指
導
するため
の方
法
として
用い
られる
ようにな
った
。すな
わち師が弟
子に
問題
として公
案を与え
て、
それを
参究
させ
て悟り
へ導
くようにな
った
四
禅の悟
りと創
造性
ので
ある。
こ
の公
案を
工夫
して
、仏性
(真
の自
己)
を徹見し
ようと
いうの
が看
話禅、
公案禅と
いわ
れ、
臨時木
宗、
黄葉
宗が
よく
用
いる
。
これに
対し
て、
仏作仏行
と
して
、
只管打坐
に専
心し
て、
日常生活
では
、そのもの
な
り切
って行
動
する
よう
に心がけ
る。
そのさい公
案を
用い
るが、
宗旨を
理解
して
、修行
の指
針と
している
。
こ
のやり
方は、
黙照禅と
もい
われ、
主と
し
て曹
洞宗の
宗風
である。
禅は
一応
このよ
うに
分けら
れるとし
ても、
厳密
に
二分
できる
もの
では
ない。
宗風
の
一つ
の相
違点
として
、以上
のよ
うにとら
えること
がで
きると
いうこと
である。
二、
禅
機
禅にお
いて
は、
自己
と対
象
とし
て見て
いた
自然、
宇宙、
諸事象と
一つ
に
なった
三昧
を体
験し、
そこ
に自己
がな
いこ
とに
気づ
く。
そう
す
ると
そこに
自他
一如
の
「無
相の自
己」
が 働き
出てくる
ので
ある。
真の自
己に気
づく
と、
そ
の人
の行
動は、
より
自由
に、
生き生きと
して
、創造的
に行
動しうる
ようになる。
そのよ
う
な禅
者の行
動に見
られる
働
きを禅
機
とい
うの
であ
る。
禅者が
直観的
に洞
察
し、
また
は無
意識的
に行
動
した
こと
が、
その
状況
にぴ
ったり
と適
合
し、
当面
した問
題を解
決し
てし
まうこ
とがある。
その
働
きが禅
機であ
って
、禅者
によ
って
、独特
の言行が
示
される。
その
意味
で禅
者の行
動は、
日常
では
ごく
自然
であるけ
れども、
新し
い生
活状況や問題場
面では
、
その
葛藤を
たち
切
って
しま
うほ
ど独
創
的で
あり、
個性
的である。
次に
禅の公
案を
とりあ
げて述
べ
てみよう
。
せっ
きょう
石輩
の慧蔵禅師、
西堂に問
う。
汝還
って虚
空を捉得
するを
解く
するや
。
そも
さん
「作慶生
か捉
えん。
堂
、手
を以
って虚
空を撮
西堂一再く、
捉
得す。
師云く、
四回
いん
も
すた
ん
む。
師云く、
作陸
生か
岱匿に
し
て虚
空を
捉え
ん。
堂却
って問
う、
師兄
、作
ぴく
う
ひ
歴か捉え
ん。
師、
西堂
の鼻
孔を把り
て抜
く。
西堂、
忍痛
の声
を作し
て
云
はな
は
た
く、
大殺
だ人の鼻
孔を掠く。
直だ脱
去する
ことを
得た
り。
師云く、
直だ須
らく岱麿
に虚
空を捉え
て始め
て得ベ
し。
(「 景徳伝
燈録」
巻六)
(石
輩慧蔵禅師
が、西
堂智蔵
にたずねた。
「お前
さんは
虚空が
つかめるか
ぃ。
」
西堂
いわ
く
「つ
かむこと
がで
きるよ。
」
石輩
いわ
く
「どう
して
つかむ
のか
ね。
」西
堂は手で虚
空を
つかん
だ。
石輩
いわ
く
「そ
んなこと
で虚
空を
つか
めるか。
」西
堂が
たずねた。
「先輩
はどう
して
つかむこと
が
できます
か。
」
石輩
は西
堂
の鼻
をぎゅう
っと
ひっ
ぱった
。
西堂
は、
おお
痛い
と痛さ
をこら
え
る声を出し
ていわ
く、
「ひどく
鼻
をひ
っぱっ
て鼻
がと
れるほどで
あった
。」
石輩
いわ
く
「こ
のよ
うにし
て虚
空を
つか
まな
けれ
ばいけ
ない
の
だ。
」)この
公案に
ついて
、秋月
龍眠
は、
色(
肉体〉
がそ
のまま空で、
空が
その
まま
色
(肉体)
である
なら、
虚空を
手で
っかむふり
をす
るより
、相手
の鼻
をねじあ
げてし
まうほう
が、
聞い
に親し
い答
である
と述べ
ている
。
そして
(色即是空、
空即是色)
の法
理を
ふまえ
ながら
、内にひ
そめ、
理
(本質
の
世界)
とし
てでは
なく、
事
(現
象界)
におけ
る働きと
して
、全体作
用す
る
ところ
に禅の本
質
がある。
それ
が祖
師
禅であると
いっ
ている
。
この
祖師禅
に対し
て如
来禅が
あ
る。
如来禅と
いうのは
、仏
の修
する禅で
あり、
また
如来
から
直接
に伝わ
った
正伝
の禅であるが、
理すな
わち平等
感、
すべ
ての
もの
を一
っと
見、
あらゆる事
象が
空
であると
いう空
の本
質を
とら
え
ても、
そこに
腰かけ
てし
まっ
て自
由に働
き出さ
ない
傾向が
ある。
そ
れに
対し
て祖
師禅
は
、祖
師であ
る達
磨
が王伝した禅で
、空
すな
わち
本質
の
世界
をとらえ
る
中で
、
そこか
ら
出てく
る働
きが、
仏作仏行
と
して
の自
由自
在な行動と
して
示さ
れる
禅である。
禅でとらえよう
とする法
身、
仏性
(真
の
自己)
その
もの
、
本体、
本質を
「体
」と
すれば、
それ
が現わ
れ
る徳性、
特質が
「相」
であ
り、
その
働きを
「用」
とい
っ
ている
。
大乗起信論
で
は、
こ
の体
相用
を、
体大、
相大、
用大
の
三つ
に分
けて
いる。
体大
は真
如、
法身を
あ
らわし、
相大は
その
具 え
る無
限に豊
富な功
徳(
徳
性)
たと
えば、
六種
の功
徳、
すなわち
大
智慧光明
(無分別
智と
して
の智
慧の働
き)、
偏照法界
(智慧が
あま
ねく法界
を照ら
し出
すこと
)、真
実識知
(あ
る
がまま
に見る
こと
がで
きる
こと
)、
(真
の自己は本
来清浄
であ
自性清浄心
るこ
と)、
常楽我浄
(浬般市
は
永遠不滅、
安楽、
真の自
己、
清浄
であると
い
うこ
と)
、
清涼不変
自在
(一
切の煩
悩
にとらわれな
い
で自
由自
在である
こ
と)
によ
っ
て示さ
れている
。
そし
て用
大と
いうのは
、
真如、
すな
わち
真の
自己
の働
きのことで
ある。
仏の
作用と
は、
衆生救
済の働
きで
あり
、
その
働
きは
不可思議
で、
自然
に現
われる
もの
である。
そこ
で真の自
己
に気
づけ
ば、
日常
行
なっ
てい
ること
がすべ
て真の自
己
の働
きである
こと
がわか
る。
大乗起信論
では
、
体相用
の
三つ
に
分け
てい
るが
、
体相
三大
は
、
法身
と
して
一つ
のもの
であるから
、
一般
には
体と
用の
二つ
に
分け
て見
ている
。
そこ
で
禅機
と
いうのは
、
この
用の
こと
を示
している
。
南泉鎌子
なん
南泉
一日山上に
在っ
て作
務す。
僧有
り過ぎ
て師
に問
う、
南泉
の路
、
甚歴
の処にか
向っ
て去る。
師、
鎌子を
拍じ
て云
く、
我が這
の茅
鎌子
、三
十文銭
禅の悟
りと創
造性
に買
い得
たり
。
僧云く、
茅鎌
子三十六
文銭
に買
い得
たるこ
とを問わず
、
南
泉の路
、
甚歴
の処にか
向
って
去る。
師云く、
我れ
使い得て正
に快な
り。
(「
永平元和尚煩
古」
八一則
)
(南泉
がある日
山
で作
務
をし
ていた
時、
ある
僧が
たずねた。
「南泉
へゆ
く
道
は
、
どのよ
うに
行った
らよ
いで
しょ
うか。
」
南泉
は、
鎌を
とり
あ
げて
い
った
。
「わ
し
のこの
茅刈り
鎌は、
三十
銭で買
った
よ。
」
僧は言
った
。
「茅
刈
り鎌を
三十
銭で買
った
こ
とをお
聞き
し
ているので
は
あり
ません
。
南泉
へゆ
く
道は、
どのよ
うに
行った
らよ
い
でしょ
うか。
」
南泉
は
言った
。
「使
って
み
ると
、
よく
切
れるんだ。
」)
この
僧
は南
泉禅院
へ
ゆく道
をたずねた
のに
、
南泉
はこ
の
僧
が南
泉
へゆ
く
のは
、
仏法
を求め
てきた
のだ
。
そこ
で仏
法とは何
かと
いう
問い
に対し
て
、
真の事
実
を示し
て答
えている
。
しかしこ
の僧
は気
がつか
ない。
そこ
で第二
「こ
の鎌は
よく
切れ
るぞ
」
と。
これに
ついて
秋 の
月 ( イム
は立 法、 の始 極
め 意
の を
答 示
は し
て
南 い
泉 る
の o
-， 
体Lー
(本体)
を示し
たとす
れば、
第二
の答
は、
南泉
の
「用」
(働き)
を示した
と述べ
ている
。
体と用と
の関
係に
ついて
示し
てい
る公
案に
次の
よう
なも
のがある。
智門般若
はまぐ
り
僧智門
に問
う。
如何な
るか
是れ
般若
の体
。
門云く、
昨、
明月
を含む。
僧
一五
く、
如何な
るか
是れ般
若の用
。
門云く、
兎子懐
胎す。(「
碧巌録」
第九O則
)
(ある僧
が智
円に
たずねた。
「般若
の本
体と
は
、
どんな
もの
でし
ょうか。
」
相官円は答え
た。
「蛤が明月を
含ん
で真
珠
を生ん
だ。
」僧
は一
言った
。
「般若
の
働き
とは
、
どんな
もので
し
ょうか。
」
智門
は答
え
た。
「兎
が月の精
を受け
て
四五
禅の
悟りと創
造性
子を
はらんだ。
」)
一つ
のも
ので
あること
を示し
ている
。
この
公案は、
体用
は本
来不二
で、
秋
iu山
、体
と用と
の関
係に
つい
て、次のよ
うに区
別
してのべ
ている
。白
隠下
の公
案に
「風
の体
、用を分
けて
みよ」
とい
うのが
ある。
誰も
風を見る
こと
がで
きな
い。
しかし
木の葉の
ゆれて
いるの
を見る
と、
風が動
いている
のがわかる
。
ここで
は
「真空無相」
の本
体が、
「真空妙用」
すると
ころに
眼を
つ け参究す
べ きである。
すなわ
ちは
っきりと
創造的無そ
のも
のと
、
の妙
用
との二
つに分
けて
口王さなけれ
ばなら
ないとのべ
ている
。
創造性
(22門戸i
q)
について
は、
その
働き
である
創造活動や創造過程
につい
て主と
し
て究
明
され
てきたが
、創造性
の本
質
をつ
かむには
、創造
の
根源た
る体
とし
ての
創造的無
をし
っか
りつか
ん
でお
く必要
がある
と思う
。
その
意味
では
、禅は創
造性
の本質を
つかみ
、
その
開発のためには
有効な
一
つの
方法
とな
りうるも
ので
ある。
禅機す
な
わち
真の自
己
の用に
つい
て、道元禅
師は
「正
法眼蔵」
の「
弁道
話」
の中で、
自受
用三昧と
いう
こと
ばを
使っ
て、次の
ように述べ
ている
。
諾仏如来
、
とも
に妙
法を単伝し
て、
阿蒋菩提
を証
する
に、
最上無
為
の妙
術あり。
これただ
、
ほとけ
、
仏に
さずけ
てよこし
ま
なる
なきは
、
すな
わち
自受用
三昧
、
その
標
準な
り。
この
三昧
に遊化
する
に、端坐参禅を
正門
とせ
り。
この
法は、
人々
の分
上に
豊か
にそなわ
れりと
いえど
も、
いまだ
修せ
ざ
るに
は現わ
れず
、
証せ
ざる
には
得る
こと
なし。
(諸仏
・如
来が
い ずれも
すぐ
れた仏
法を
人から
人へ
伝
えて
、
無上
の悟
り
を実証
する
のに
、もっ
ともす
ぐれた自
然の方
法
がある。
それはた
だ仏
が仏
に伝え
て、
少しもまちが
いない
のは
、
すなわ
ち自受
用三昧
(仏が自ら悟
つ
四六
た法
楽を自ら楽し
む境
界)
が、
その
標準
とな
ってい
るからで
あ
る。
こ
の三
昧に
遊ぶ
には
、
正しく
坐禅
する
ことが、
その
正し
い入
り方
である。
この
仏
法は、
すべ
て
の人
に本
来
豊か
に具わ
って
いる
もの
であるが
、修行
しな
けれ
ば現われな
いし
、実証
し
てみなけれ
ば身に
つか
ない。
)
無上
の悟
りを聞
くには
、最上無
為
の妙
術
がある。
仏か
ら仏
に伝え
てきた
自受用
三味
がそれである。
自受用
と
いうのは
、自分が法身
(真
の自
己)
を
そ
悟
って、
その
功穂や利
益を自ら楽し
み、
受容
し、
その
楽し
みを味
わう
の、が
それで
あり
、
これに
対し
て他
受用と
いうのは
、他人
をし
て悟
らしめ
、
その
境界を味
わせ
しめるのが
それである。
また三
味と
いうのは
、最高
の禅
定の
状態
で、
自他
が一
つに
なっ
た安
定した
自
由な境
界であり
、自ら
その
境
界を
味わ
えるの
が自受用
三昧
である。
それ
を楽
しめる
には
、
正し
く坐禅
する
こ
とが、
正し
い方
法であ
ると
いうの
である。
その
法
(真実
の理
法)
は、
すべ
ての
人に
豊か
にそなわ
って
いるけれど
も、
修行
しなけれ
ば、
現わ
れ
てこな
ぃ。
それ
を自分
で悟
って
実証し
てみ
ないと
、太'来
もって
いる
ものをは
っき
りと
自分
でとら
えること
、がで
き
ない。
すなわ
ち仏
法は、
自己
にそなわ
って
いる
けれど
も、
それを
自ら
発見す
る
(気づ
く)
ことによ
って表
面にあらわ
れ
っ かむこと
が
でき
、身に
つくの
であると
いうの
である。
また
体と用と
の関
係に
つい
て、適切
に示し
てい
る問
答に
次のもの
があげ
ら
れる。
まよ
くぎん
麻谷山
宝徹禅師、
あふ
ぎを
つか
ふちなみ
に僧きた
りてとふ
。風性常住
、
無処不周
なり
。
なに
をも
てかさら
に和
尚あ
ふぎを
つかふ。
師い
はく、
なん
ぢただ
風性常住
をしれり
とも、
いまだ
ところ
と
してい
たら
ずと
いうことな
き道理を
しら
ずと。
僧い
はく、
いか
ならん
かこ
れ無
処不周底
の道
理。
とき
に師
、
あふ
ぎを
つか
ふのみ
なり。
僧礼
拝す。
(正
法眼蔵
の
「現成公案」
)
(麻谷山
の
宝徹禅
師が扇を使
って
い
た。
その時
一人の僧
が
来て
問うた
。
「風
の本
質は変わ
らず
、
どこ
にも
行
きわたらな
いとこ
ろは
な
いという
。そ
れなの
に、
和尚
はなぜ扇
を使
って
おられる
の
ですか。
」
師は
いっ
た。
「お前
さんは
ただ風の本
質は変わ
らな
いという
こと
を
知っ
ている
が
、
まだ
ゆきわ
たら
ないところは
ないとい
う
道理、が
わか
って
いないよ
うだよ
僧が
いっ
た。
「で
は
、
ゆき
わたら
ないところ
はな
いと
いうの
は 、
ど
いり
い
Pフ
こ
とでしょ
う
か。
」
その時
師はた
だ扇
を
使う
だけであ
った
。
それ
を見て
、僧
は礼
拝した
。」
これ
によるとと
の僧
は、
風性常住
とい
う
「体」
をつか
んでいた
が、
無処
不周
の
「用」
をつか
んでいな
か
った
。
その
点麻谷宝
徹禅
師の生
き生
きとし
た働
きをそ
こに
見る
こ
とが
できる。
悟っ
ても
、
それが
日常生活
に実
現す
る
ことがで
き
て始め
て真の
悟りと
いえるの
である。
禅問答
の事
例を見る と、
禅の悟
りに
もとづ
く行動
は、
日常
生活
にお
い
て、
その
状況
に適
切であり
、無
理が
なく、
自然
である。
生活場面
が単
純
で
あれば、
そこ
で行わ
れる
行
動は、
とくに
新し
いこ
とは
見ら
れな
い。
しか
複雑
な問題場
面ま
たは
精
神的な葛
藤場面
では
、
見事
に解
決し、
その葛
藤を
克服し
て
、
そこ
に創
造活動が
生ま
れる
の
である。
仏の
智慧
をあら
わすの
に、
これ
を四
つ
の側
面からとら
えた
の
が四智であ
る。
四
智と
いう
のは
、
大円鏡智
(大円
鏡にすべ
ての
もの
の像
が映し出され
るよ
うに、
すべ
てのものを
あるがまま
に現わ
し
出す
仏智)
、平
等性智
(平等
のさ
まを
知る智
)、
妙観察智
(対象を
一つ
一
つ十
分
に観
察す
る智
)、
成所作
智(
自由無碍
に
ふるま
っ
ても
、
みな
法
理にかな
って
いる
智)
である。
この
禅の
悟りと創
造性
うち妙
観察
智と成所
作智
は、
真の自
己の用で
あり
、
麻谷
宝徹禅師
の無
処不
周底
の見
解に見られ
る「
あふ
ぎ
をつ
かふ
」
行為
は、
四智で
い
えば
成所
作智
に相
当す
る。
成所
作智
は、
創造
性の面から
見ると
、
創造的行動
力
又は
創造
的技能
とも
いう
べ
き特徴を持
って
い
ると思
う。
一ニ、
禅の
悟りと創造性
禅の本
質は、
真指
人心、
見性成仏
であり
、
要する
に
己事
究明、
すなわち
(8) 
自己が自
己自
身に
なりき
、
自己
自身を究
明す
る
こと
にある
、
自己が
自己
を探求す
る
、
したが
っ
てなかなかとらえに
くい
ので
ある。
悟りと
は、
仏性、
すなわち
真の
自己
を徹見す
る
こと
である。
そこで
見性
とい
うの
である
。
自己
は自己が
ない時
、
すなわ
ち無
我に
なると
、す
べて
の
ものが
自己
になる。
そこに
自他不
一一、
主客
一如の真の自
己
(真
の
事実)
が
あらわ
れる
の
である。
真の自
己は
、
真の事
実とも
いう
。
真の自
己と
は、
切の現
象は、
そこ
に存
在
するよ
うに見
える
けれど
も、
本質
的に
はその中
味
は全
く何も
な
いと
いう
ことで
ある。
しか
もそこ
から
無
限の活
発な
働きが出
てくる
ので
あ
る
。
悟りは、
自己が対
象と
一体
化した体
験であり
、
主客未分
の
純粋体験
であ
る。
自己が対
象と
し
て
見て
い
た世
界に
なりき
って
、
自己と世
界と
が
一つ
に
なっ
てしま
う。
する
と自己
がな
くな
って
しま
い
、あ
るのは
世界
だけにな
っ
てし
まう
。
また、永
遠に生き
続
けて
いる
、
しか
も
宇宙
大にひろ、
がっ
ている
自
己を見
出す
の
である。
そうする
と自
他
一如
の真の自
己が自
由自
在に働
き出
すの
である。
そこに
自発性、
自律性
があらわれる。
この
よう
な状態を
三昧
とい
うの
である。
四七
禅の
悟りと創
造性
その時
、
自己
の体
験に
あるがまま
に気
づ
く時、
こ
の覚
が悟り
の本
質であ
る。
ふだん
無心
に見
た
り、
開いたり
、
立っ
たり
、
坐った
り、
歩いたり
、動
いた
りし
て
、
自由に行動し
てい
るが、
その事
実に気
づか
ない。 その状
況に
没入し
てい
る時
、
その無
心の状
態に気
づくのが
悟り
である。
そこに
は
全く
秘密
はな
い。
あるが
ままの世
界、
があるだけである。
自己が自己自
身になりき
って
、自
己がなくな
る。
そこに
主
客一
如
の
「無
相の
自己」
がおどり
出てくる
ので
ある。
これ
を
「大死
一番
絶
後に
蘇生え
る」
と?
フ。
こ
れは
精神的
に自
他が対立
している
自己
が死ん
で、
自他
一如
の永
遠の無
相の真
の自己と
して
生ま
れか
わるこ
とを示し
ている
。
これ
は生
命の過
程
そのもの
であ
って
、
人間
の
人格は、
このよ
うに
して
成長
をとげ
て
いくの
である。
d真
の自
己は
、
有分別智、
すなわ
ちその対
象を意
識し、
それに
つい
て論
理
的に思
考す
るこ
とによ
っ
てとら
えるこ
とはで
き
ない。
しか
無分別智、
す
なわ
ち自己
と対
象が
一体
化し
た時に気
づく もの
である。
そこ
で
真の自
己
は、
観念や概念
とし
てとら
えることはで
き
ないし
、ま
た言 語でも
表現
しに
くい。
しか
い
った
ん無
分別
智でとら
えると
、
その後
に得られ
る後
得智
(有分別後得智)
では
、
かなり
自由に
つか
むこと
がで
きる。
すなわ
ち観
念
-概
念と
してどの
ようにもとら
えること
が
でき
、
また言
語で自
由に表
現す
ること
もで
きる
の
である。
有分別智
は論理
的思考、
無分別智
は直
観
(直観
的思考)
に相
当
すると見ると
、
無分別智↓有分別智す
なわ
ち後
得智
の過
程
は、
直観的思考↓
論理的思考
すな
わち
創造的思考
の過
程に対
応し
ている
よ
(9) 
うに
思う。
そこ
で後
得
智に
は、
創造性
の特
徴が
見
られ
るの
である。
真の自
己
は不
生不滅
で
あ
り、
これ
に気
が
つ
くと、
安
心
がえられる
。
そし
四
八
て安
心
がえられ
ると
、
自由に、
創造的
に行動
する
こ
とができる
ようになる
もの
である。
一切
の現
象は、
本質
的に
は何
もな
いこ
とに
気づ
くと、
そこ
に執
着す
べ
き
ものが
ないこと
がわかる
。
そう
すると
、
どの
よう
な状
況にお
い
ても
柔軟
に
動け
るよ
うになる。
この
柔
軟性
は、
新し
い状
況にす
ぐに
適
応で
きる
こと
で、
創造性
の重
要な
特性
である。
したが
って
、
問題場面
に直
面すれば、
そ
れが
解決さ
れ、
窮すれば
その
道
が聞け
てくる
の
である。
自己と他
者と
しての
世
界が
対
立して
、
二つ
に
分か
れてい
ると
、
自由
に動
けな
い。
しか
し三
昧の状
態に入り
、
自他
一如の
世界を体験
し、
さらにそれ
に気
づ
くと、
自由に動
ける
ようになる。
そこ
に無
相の自
己が出
てき
て、
創
造的に活
動で
きる
ようになる。
すな
わち
問題が解
決さ
れ、
アイ
デ
アも
自然
に出
てくる
ようになるも
ので
ある。
1 
自己
の探
究
禅では
、
自己
の本
性
(仏性)
を見と
ど
けること
が
大切
とされる。
とくに
臨済
禅で
は
、
公案が
与えられ
、
悟り
に導く方
法
と
して
用いら
れ
てい
る。
ならび
玄則監院
、
法眼
の会
下にあ
っ
て並に入
室せず
。
忽ち
一日眼
問う、
汝
雌
に
なんびと
あっ
て初よ
り
来
っ
て問
話する
こと
を見
ず、
曽て
甚人
に参じ
て何
の見
処かあ
それがし
る。
師云く、
某甲曽
て
青峰和尚
に参見し
来る。
眼云く、
訟
の言
句
か有り
し。
師云く、
某甲問う、
如何な
るか
是れ
学人
の自
己。
峰云く
ら
閉口正
子
来
求火と。
眼云く、
好語汝作陸生
か会
す。
師一百く、
丙丁
は火
に属す。
火を
艇
で火
を求む、
自己を将
て自己を求む
るが如し。
眼云
く、
恥跡
に会せば
マル斡
か得ん。
師当時
肯はず
遂に起
発し去る。
眼侍者
に問
う、
則監院
甚の処にか
すで
hz
ある
。
者一再く
、
巳に
起
って
去る。
眼云く
、此
の僧
もし
江
を
過
ぎ去らば
併
を
救う
こと
を得ずの
師中途
に至
って
再び返
って倣
悔を求め
て問
うて
云く、
玄
則は
只与慶
和尚
の尊意如何。
眼云く
、汝但問
へ。
師使ち問う、
如何
なるか
是れ
学人
の自
己。
眼云く
、
丙丁
童子来求火。
師言下
に大
悟す。
(「拾評三
百則不能語」
一一
一一
則)
(法眼丈
益禅師
の清
涼寺の監
院
(事務長)
に玄
則が
いた
が、
一度
も入
室参
禅し
てい
ない。
ある日
法眼
がたずねた。
「お前
さんは
、
ここにいて
、
ま
だ
入室
してた
ずねた
こと
がな
い。
今ま
で誰
に参
禅して、
どうい
う見処を持
つ
ているの
か。
」玄則
いわ
く
「私
はすで
に青
峰義誠禅師
に参
禅し
ております
。」
法眼が
いう
。
「どう
いう
教えを受
けたか。
」
玄則
いわ
く、
「私
は青
峰禅
師に
真の自
己と
はどん
なも
ので
しょ
うかとたず
ねました。 すると
禅師、
が
「丙丁
童子来
求火』
と示されま
した。
」法眼
がい
った
。
「そうか。
それ
はよ
い語
だ。
それで
はお
前
さんは
、
この
語
をど
のよう
に領
解し
た
か。
」玄則
いわ
く、
「丙了
童子と
いうの
は、
火の神の
こと
です
。火の
神が
火を求め
ると
いう
こ
とで
す。
ちょ
うど
自己が自己をさ、
がし
ている
ようなも
のです
。」
法眼
いわ
く
「そ
のよ
う
に領
解した
ならば、
玄
貝リ
本当
のこ
とはわか
って
いまい
。」
は、
その時
は、
納得
しな
いで
、
つい
に道場
を立ち去
った
。法眼
は侍
者にた
ずねた。
「玄則監院
は、
今ど
こにいるの
か。
」
侍者
いわ
く、
「す
でに
立ち去
りま
した。
」
法眼
いわ
く
「あ
の僧、
もし
揚
子江を渡
った
ならば、
救う
こと
が
できま
ぃ。
」
一方
玄則
は
再びも
ど
って
きて
峨悔
し
てた
ずね
て
途中
までい
って
、
、コ
;、
しvZ〈
「私
はただ
いま
帰っ
て参りま
した。
御老師
の御機嫌
い
かがで
す
か。
」法眼
いわ
く、
「お前
さ
ん。
私に何でもたず
ねるがよ
い。
」
玄則は
ただ
ちにた
ずねた。
「真
の自己と
はどんな
ものでし
ょうか。
」法眼禅師
は
いわ
れ
禅の
悟りと創
造性
た。
「丙丁童
子来求火
」玄則は
ただちに
大悟
した
。)
ここ
で玄
則の発した
聞い
に対し
て、
青峰お
よび
法眼
の答は全く同じ
であ
った
。
しかしこれ
を開
いた玄
則の境
涯に
は、
全く
の相
違が
見られ
る。
玄則
の境
渥で、
前に
は、
自己が仏で
あると
いうこと
がわか
って
いて
も、
自己と
仏が
二
つに
なっ
てい
た
のに
対し
て、 後に
は自己が
仏であると
いう
一つの
世
界に気
づいて
いる
。すなわち
前の場
合は、
知的理解
、
すなわち有
分別智を
示し、
後の場
合は
、
体験上
の気
づき
(覚)、
すな
わち
無分別智
を示
してい
る。
前述
のご
とく、
有分別智
は論
理的思
考、
無分別智
は直
観的思考に相
当
し
てい
る。
2 
自
発
性
禅の悟
り、
創造
過程における
アイデ
アやイ
メー
ジ、
またカ
ウン
セリ
ング
(円。己
ロ回目
-Em)
におけ
る気
づ
きも自
発的に生ず
る。
自発性
(凹3ES
巾 51)
は、
自分
の意
志で積
極的
に行
動す
る傾
向で、
自主性、
主体
性、自律
性と
だ
いたい
同
じ概
念である。
創造性
は
この
自発性
にもと守
ついてい
るとし
ても
、
自発
性からただち
に創
造活動は
出てこない。
その
自発的行動が適切
性を持
たな
けれ
ばならな
い 。
この
点禅
では
、
坐禅を行な
い、 ある
いは
公案を参
究
し、
きび
しい
清
規す
なわち
規律にしたが
って
、自己
の生活を統
制
する
ので
ある。
この
よう
な自己統
制は、
自発
性を促進す
ると
共に
、自
発
的活動を状
況に適
切
ならしめ、
したが
って創
造性を開
発す
るの
である。
臨済禅師
は 、次の
ように
述べ
ている
。
た
仏法
は功を用う
る処
無し。
祇だ是れ平
常無
事なり
。病
尿送尿、
著衣
喫
飯、
困じ来
れば
即ち臥す。
愚人は我
を笑う。
智は乃ち
これを
知る。
古人云
ぞう
ちが
ん
く、
外に
向っ
て功
夫を作
す。
総に是れ痴
頑の
漢と、
像
、
且ら
く随
処に主と
四
九
禅の悟
りと創
造性
作れば、
立処
皆な
真なり。
(臨済録)
(仏法
は特
別のはか
らい
はしな
いものだ
。平常
で無
事であ
って
、
用が
足し
たけ
れば用
(大小便)
をし、
寒暖
によ
って着
物を
き、
おなか
がす
けば、
飯
をく
い、
疲れた
らす
ぐ横
にな
って
休む、
ただそ
れだ
けのことで
ある。
愚か
な人
(悟
って
いない人
)
は、
そう
いう
私を
とんで
もな
いやつだ
と笑う
であ
ろう
。
しか
し智
者
(悟
った人
)
は、
これ
がわか
ってく
れる
であろ
う。
古人
もい
った
、
「外
に向
って真
実を
求め
て努
力
する
ものは
みん
な大
馬鹿者
で
ある」
と。
諸君、
どこ
ででも
自己が主
人となれ
ば、
立っ
ている
所はすべ
て
真実
であるJ
ここ
に出
てくる日
常行われ
てい
る行
為
は、
ふだ
ん対
象
とし
て見て
いる
行
為では
ない。
一度
はっ
きりと真の自
己を見
とど
けてから
、出てくる
行為的
妙用
として
の行
為である。
これは
無分別智
(悟り)
をへ
た有
分別
智である
四智の成
所作
智の働
きである。
「随
処に主と
作れば、
後得
智の働
きで
あり
、
出処
皆な
真なり」
とは
、単に
主体性を持
てと
い
って
いるので
はな
い。
主客
一如
の真の自
己に
気が
つけ
ば、
やることな
すこ
とすべ
て真
の事
実であると
いうことをい
って
いるので
ある。
3 
真の事
実の発見
禅の
本質
が其の
事実
(真
の自
己)
の発見に
あることは
、多く
の禅
問答
の
中に見
出
すこ
とができる
。
南泉、
ちなみに越
川問う、
如何な
るか
是れ
道。
泉云く、
平常心
是れ道。
平常是道
(「 無門関」
第十九)
(越州が師
の南
泉に問うた
。
「道
とは
どんな
もの
でしょ
うか。
」
と。
南泉
は
五O
「日常
やっ
て
いるこ
とが、
全部そ
のま
まが
道である」
と答
えた。
)
この
「平常是道」
の事
実を
よりは
っきり
示したも
のに
、
次の
問答が
あ
る。超 州、
ちなみ
に僧
問う、
それがし乍
入叢林
、
乞う
師、
指示
したまえ。
州
云わ
く、
喫粥
了や未だ
しゃ
。僧
云わく
、喫粥
了。
州云
わく
、鉢孟を洗
い去
をい
れと。
その僧
省有り。
越州洗鉢
(「 無門関」
第七)
「私
は新
参者
でござ
います
。
どうか御
指導下さ
い 」
と。
趨州が
言
った
。
「お粥をた
べた
か。
」僧が言う。
(あ
る時
、
あ
る僧が越
州に
問うた
。
「、
p-J
-
7 ν
ff 
きました。
」
越州が
言う。
「お粥を食べ
た
ら食器を洗
って
おけ。
」
と
その
時、
僧はは
っと
気が
つい
た
。)
これ
によると
、仏
道は、
日常生活
の中に見
出され
ると
いうこと
である。
すな
わちそこ
に真
の事
実に気
づくこ
とが悟
りで
ある。
また
真の事
実
(自他
一如
の真の自
己)
は、
次の
よう
な公
案に一
不さ
れる。
世尊、
昔、
霊山会上
に在っ
て、
花を
拍じ
て衆に
示す。
この
時、
衆皆黙然
たり
。た
だ迦
葉尊者
のみ破
顔微笑
す。
世尊云
わく
、
吾れ
に正法眼
蔵、
浬繋
妙心、
実相無相
、微
妙の法
門あり。
不立
文字
、教外別
伝なり。
摩詞迦葉に
付嘱す。
世尊枯花
(「 無門関」
第六)
(釈尊が昔一
室鷲山
の法
会で説
法
された時
、金婆羅華と
いう
花を取
って
人々
に見せ
た。
その時
、
みな
黙っ
てそれを見て
いる
だけであ
った
。
ただ
迦葉
尊
者だ
けが、
にっこ
り微笑
した。
する
と釈
尊は、
「わた
しに
は、
仏法
の真髄、
悟り
の心
、無相
の真
実の
相 、
不可
思議の法
門
がある。
それは
文字にも
書け
ないし
、教説
の中に
もな
いところ
の真の事
実である。
今こ
れを
摩詞迦葉に
伝え
る。
」
とい
われた。
)
釈尊
は、
生きた
真の事
実を示され、
迦葉
尊者
はそれ
に気
づ
いている
。
次に
いく
つか
の其の事
実を示す
問答を
あげ
てみよう
。
呑林
坐久
僧香
林に問ふ。
如何
なるか
是
れ祖
師西来意。
林云く。
坐久
成労。
( 「碧岩録」
七、、J
(あ
る僧
が香
林に問うた
。
「達摩大師
がインド
からはる
ばる
中国
にこら
れ
た真
意、
すなわち
禅の第
一義
は何ですか」
呑林
がい
った
。
「長く坐
って
い
たらしびれ
がきれた
よ。
」)
洞山
三斤
まさ
ぎん
洞山
和尚、
ちな
み
に僧
問う。
如何な
るか
是れ仏。
山云わく
、麻三斤
。
(「 無円関」
第一
八)
(桐山和
尚にあ
る僧
が
「仏と
はどんな
もの
でしょ
うか。」
と問うた
。
j岡山
lま
ー「
麻
雲 三門 斤尿 し 」
r，m買己 と
U、
イコ
Tこ
\.J 
雲円、
ちなみに
僧問う。
如何な
るか
是れ
仏。
門云わく
、乾尿
概。
(「 無門関」
第一
一一〉
(雲門和尚
にある僧
が
「仏と
はどんな
もの
でしょ
うか」
と問うた。
雲円
い
わく
「乾尿概
(昔中国
で大
使を取り
除く
ため
の竹
ベラで、
もっと
もきた
な
い物
とさ
れている
。)」
慧超問仏
禅の悟
りと創
造性
僧法眼
に問ふ。
慧超和尚
に溶す。
如何な
るか
是れ仏
。法眼云く。
汝は是
れ慧超。
(「碧岩録」
七)
(あ
る僧
が法
眼禅
師に問
うた。
「わた
し慧
超が和
尚
さん
におた
ずね致し
ま
す。仏
とはど
んな
もの
でし
ょうか。
」法眼
は
「お前
は慧超」
とい
った
。)
以上
の禅
問答
を見ると、
禅の悟
りは
、真の事
実の発
見
にある。
これは
思
慮分
別を入
れな
い無分別
智である。
そこ
に少し
でも観
念、
概念が
入り
こん
できたり
、
論理的思考が
働いたら
、真の
事実か
ら離れ
てし
まう
。
科学的思考
では、
自己
に対し
て他
者と
しての
対象を客
観的に観
察し、
そ
れに
つい
て思
考
する
とし
ても、
また芸
術の創
作活動
で、
対象
を主観
的
にと
らえ、
新し
いイ
メー
ジを
生
み出すと
して
も、
この
主観と客
観お
よび
自己と
他者と
が分か
れる以
前の、
主客
不二、
自他
一如の体
験に気
づくこ
とが
、真
の事
実と
いわ
れるもの
である。
これは
直観
的にとらえられるが
、創造活動
の原
点であると
考
えること
がで
きる。
4 
公開
の秘
密
真の事
実は、
全く何
もの
にも聞か
れ
てい
、
そこには
秘密と
いう
ものは
ない。
明歴
々露
堂々
であ
って、
はっ
きりと示
され
ている
。
「密は却
って
汝
が辺に
あり
」
で、
わか
る人に
はは
っき
りわ
かり、
わか
らな
い人には
全くわ
から
ない
のである。
たと
えば
次の
よう
な間容が
ある。
山
谷
一日
、
晦堂和尚
に参
ず。
堂云く
、
公の一
語ら
んずる所の書
中に、
両匂あ
り。
仲尼日く、
吾れを
以て二
三子に
隠
せり
とする
か。
吾れ爾
に隠
す
なしと。
甚だ宗門
の事
と恰好な
り。
公、
之れを知るや。
云く、
知らず。
時
に晦
堂、
山谷と
山行
の次で
、天
香山
に満
つ 。堂問う
て云
く、
公、木
犀の花
五
禅の悟
り
と創
造性
の香
を聞くや。
云く、
聞く。
堂一五く、
吾れ爾
に隠す
なし。
山谷忽ち悟
り去
る
(「 葛藤集」
第十
八則)
(宋
の詩人黄山谷が
ある日
時堂祖心禅
師
に参
禅した。
晦堂
は言った
。
なた
のよ
く知っ
てい
る論
語
の中
に、
孔子が
「自
分が諸
君に何か隠し
てい
る
こと
があると思
って
いる
のか
。
自分
は何
も隠し
てはいない
よ己
とい
って
います
。こ
れは
禅門
の重要な事
柄とぴ
った
りあって
いま
す。
あなた
は、
こ
の匂
をどう
理解
されますか」
と。
山谷は
「わ
かり
ませ
ん」
と答
えた。
その
日山谷は、
晦堂禅師と
共に山に
遊んだ。
すば
らし
い呑
が山い
っぱいに
満ち
ていた
。晦堂が
たず
ねてい
った
。
「あなた
には
、木
犀の香
がわかり
ますか。
」
山谷は
「は
い、
わか
ります
」そ
の時
晦堂
が言
った
。
「吾
れ爾
に隠すな
し。
」
(日
)( ロ)
ただちに
悟ると
ころ
があ
った。
)
山谷は、
こ
の言
葉を
聞い
て、
こ
のよ
うな
ことは
、科学上
の事
実の
発見に見
出さ
れる。
ニュ
ー トンは
、
リ
ンゴ
が目の
前に落ち
る
のを
見て、
万有
引力
の法
則を
発見し
た。
また
フ
レ
ミン
グは、
ブ
ドウ
状球
菌を
位室交し
ていた
が、
それが手
ちが
いで汚
染され、
それが
死滅
している
こと
を見
つけた。
これは
ある
種の細
菌が侵入
し
て、
ブ
ドウ
状球菌
を死滅
させ
たことに
気づ
き、
これ
を追究
して
ペ
ニシ
リ
ンを発見
する
にいた
った
ので
ある。
こ
の場
合科学
では、
対象
としての
現象の事
実の
発見
であり
、禅
では
自他
一如の真の事
実の発見である。
そ
こに
相違
点が
あ
るが
、禅で
いう
真の事
実の発
見は、
科学
におけ
る客
観的事実
の発
見の原
点
であると
いえよう
。
玄沙宗
一大師、
章監軍
と果子を喫
す。
章問
ふ。
如何な
るか
是れ、
日に
用
いて
知らざ
る。師
呆子を拍
起
して
云く、
喫せ
よe
章呆子
を喫し
了る
。再
び
五
ただγ
れ
之を
問ふ。
師云く、
只者
は是れ
、
日に用い
て知らず。
(「 景徳伝
燈録」
巻十八)
(玄沙
(師備)
宗一
大師
は、
ある
日章監軍
と菓子を食べ
ていた
。
その時
監
---， 
あ
軍、
が たずねた。
「古語
に
「日
に用
いて知らず
」
とい
うこ
とばがあり
ますが、
それはど
ういう
ことでしょ
うか。
」
師は菓
子をと
って
「まあ
、
おあがりな
さい
」
とい
う。
監軍は菓子を食べ
た。
そ
して
再び前
の質
問
をした。
その
時
師は
いっ
た。
「そ
れそれ
、
それが
「日
に用い
て知らず
」
です
。)
こ
の「
日に用い
て知
らず
」
とは
、完全
な精
神集中
の状
態で
、
いわ
ゆる三
昧の状
態で
ある
。こ
れ
は日
常生
活に見
られる現
象であるが
、創
造活
動では
、
このよ
う
に何か
に没頭し
て自己を忘
れている
こと
がし
ば
しば見
られ
る。
た
とえば、
ニュ
ートンは
、食
事を忘
れ、
キュ
リー
夫人は、
若い頃
読書
に没頭
して
、
周囲
のこと
が全く意
識から消
えてし
ま
った
。天文
学者
の木村栄
(一
八七O
l一
九四
三年
〉
は、
緯度変
化の観
測に没
頭し
て、
日露
戦争が
始ま
っ
たの
も終った
のも
知ら
なか
った
と
いう
。
5 
死
再
生
と
よみ
が
禅の
こと
ばに
「大死
一番絶後
に蘇生
える
」
といわ
れる
ように
、
「悟
る」
すなわ
ち仏
性
(真
の自
己)
に気
づくことは
、
「死
んで
生ま
れかわる
」
とい
その
モデ
ルを
見出
すこ
とが
で
うことだ
。
これ
は生命
現象
のメカ
ニズムに
、
きる。
有機体
の細
胞は
、常に新
陳代謝
をくり返し
ている
。古いも
のがな
く
なり
、
それに
代っ
て新し
いものが
生まれ
出てくる
ので
ある。
これ
は生命の
創造
(生成〉
の働
きを示
している
。
その
意
味で
「死
んで
生まれ
かわる
」
と
いう
ことは
、破壊
から
創造
へ、
分析
と総合、
ある
いは情
報 論から見ると、
情
報の
切断
と結 合を
一不し、
そこ
に創
造
の原
理を見
出す
こと
がで
きる
のであ
る。
南泉新猫
南泉和尚、
ちなみに
東
西の両
堂、
稿
用加
を争う。
泉すな
わち
提起
し
て云わ
く、
大衆
、道い得
ばす
なわち
救わ
ん。
道い得
、 ず
んばすな
わち
斬却
せ
ん。
衆、
対う
るなし。
泉、
遂にこ
れを斬る。
晩に越
州外より帰る。
泉、
州に挙
なんじ
いま
似す。
州すな
わち履を脱し
て頭
上に
安じ
て出
ず。
泉云わく
、
子もし
在しな
ば、
すなわ
ち猫
児を救
い得たらん
。
(「無門関」
第十
四)
(南泉和
尚は、
僧堂
の東
堂と西
堂
の修
行者が、
猫に
つい
て言い
争っ
ていた
ので
、猫を
つま
みあげ
て言
った
。
「諸
君が何
か適
当な
一句
が言
うこ
とがで
きた
ら、
こ
の猫
を助け
てやろう
。もし言
うこ
と、ができ
なか
ったら、
こ
の猫
を斬
って
しまう
ぞ。」
修行者た
ちは、
誰も言え
なか
った
。
そ
こで
南泉
は猫
を斬
った
。夜にな
って
、
超州が外
から帰
って
来た。
南泉
は、
昼間の
こと
を
趨州
に話
した。
すると越
州は、
履を
ぬ
いで
、
頭の上に
のせて
出
てい
った
。
南泉
はい
った
。
「も
しお
前さ
んが、
あの場
所に
いたら
、猫を助
けること
が
でき
たも
のを。
」)
ここで
一刀で
斬
られ
たのは
、猫
ではなく
て修
行者た
ち
である。
すなわ
ち
われわ
れの
いろ
いろ
な分別
の観念、
妄想
の出て
く
る源
をたち
切
った
ので
あ
る。
これは
禅門
でい
う殺人刀
に相当す
る。
自我
の根をたち
切
って
しまうの
である
。
そし
て越
州が履を頭
の上
にのせて
出
てい
ったのは
、
そこ
に無
心
の
自由な行
動が
見られる。
禅機
すなわち
禅の妙
用を見
出
すこ
とができる
。
こ
の越
州の行
為は、
死ん
で生ま
れかわ
った
、自由人
の創
造的な行
動である。
これ
は活人
剣である。
禅の悟
りと創
造性
至道
無難禅
師
の歌
に
「い
きながら死人
となり
てな
りは
てて
、
おもひ
のま
(HH
) 
まに
する
わざぞよき
」
という
のが
ある。
これは
「大死
一番
、絶後
に蘇生え
る」
とい
うこ
とで
、前半
は殺人刀
、後半
は活人剣で
ある。
創造
活動と
いう
のは、
こ
のよ
う
にいろいろ
の対
立、
分別
の観
念を
たちき
った
ところに
、真
実の
見方
を見
出
すこ
とが
でき
、自由
に創
造的
に行
動す
ること
ができる
ので
ある。
また人
聞は、
今ま
で生
活し
てい
た世
界の中で
死んで
新
し
い世
界に再
生する。
その場
合、肉体
の死は
一回かぎり
であ
るが
、精神
的な世
界
の死と
再生
は何
回もくり返され
る。
そし
て人
間の
生命は浄
化さ
れ、
進化向上
をと
げて
いくの
である
、
その
意味で
一生
のう ちで
大悟数回、
小悟数
知れずと
い
うの
は、
精神
的に死と再
生を何
度も
くり
繰り
返し
ている
こと
を示す
もの
で
ある。
ここ
に人
間の
自己創
造のメカ
ニズム
を見
出す
こと
、がで
きる。
6 
概念
の否
定
禅で
は観
念や概
念
の否
定が行わ
れ、
創造活動も既
成の概
念の否
定に
よっ
て生ま
題Z れ
傍a � てi争Z く
瓶2 る
潟山和
尚、
始め百
丈の
会中に在
って
典座
に充てらる
。百
丈まさ
に大
潟
の
[ゆ
そ
あぎ
よ
主人を選
ば
んとす
。すなわ
ち請じ
て首
座と同じ
く衆に対し
て下語せ
しめ
、
出格
の者
往
くべ
しと。
百丈遂
に浄
瓶
を枯じ
て、
地上
に置い
て、
問い
を設け
て云わく
、
喚んで浄
瓶と
なす
こと
を得ざれ、
汝喚ん
でなんとかな
す。
首座
すな
わち云
わく
、
喚ん
で木
関と
なすべ
から
ず。
百丈却
って山
に問う
、山
、
すなわ
ち浄
瓶を
題倒し
て去る。
百丈笑
って云
わく、
第一
座、
山子
に輸
却せ
りと。
因っ
て之
に命じ
て開
山とな
す。
(「 無門関」
第四O
)
五
禅の
悟りと創
造性
(一潟山和
尚
は、
百丈禅師
のもと
で典
座の職
をつ
とめ
てい
た。
百丈
は大
鴻山
の住
職を選ぼ
うと
してい
た。
そこ
で首座
とい
っしょに
、大衆
の前で見
解を
のべ
させ
て、
もっ
ともす
ぐれ
ている
ものを
大潟山
に往
かせ
ることに
した。
百丈は浄
瓶
(水差
し)
を取
って
、地
上にお
いて問うた。
「これを
浄瓶
と呼
んでは
ならな
い。
さあ
、何と
呼ぶ
か。
」首座
は言
った
。
「木履
と呼ぶ
わけに
はい
き
ますま
い。
」百丈
はこ
んどは
鴻山
にたずねた。
浄瓶を
けと
鴻山
は、
ばして
出て
行った
。する
と百丈は
笑っ
て言った
。
「首座
は鴻山
に負
けた
わ
ぃ。
」と
言った
、
そこ
で百
丈は
典産
に命じ
て鴻
山の開
山と
した。
〉
「水
差しを
指し
て水
差し
と呼
んではいけ
ない。
さあ何
と呼ぶ
か」
と聞い
か
けられ
ると
、
困っ
てし
まう
。
「水差し
を示し
て何
と
いう
か」
と聞
くならや
さし
い。
名前を知
ってい
れば
小さな子ども
でも
答え
られる。
しか
し前の
よ
うに
たずねられ
ると
、
その答
に窮し
てしま
う。
首座
の答
は、
「木履
とも
い
えます
まい
」
とい
うの
では
、概念
にとらわれ
ている
。
その
点潟山
は浄
瓶を
けと
ばして
、
一切
の概
念、
分別
の観念や妄
想を打ち
はら
って
しま
った
。す
なわち
空と
いう
何も
ない世
界
をは
っきり
と把握し
ている
。こ
の公
案は禅の
殺人刀
の働
きを示し
ている
。
首山竹
箆しっぺ
い
首山
和尚、
竹箆を
拍じ
て衆に
示し
て云わく
、汝
等諸人、
もし
喚ん
で竹
箆
とな
さば
即ち触
る。
喚ん
で竹
箆と
なさざれば則
ち背く。
汝等諸人、
しばら
く道え、
喚ん
でなんとなさん。
(「 無円関」
第四
三〉
(首山和尚が竹箆
(師
家が学人
を指
導
するため
の道
具で、
長さ
六0セ
ンチ
より
一メート
ルぐ
らい
で、竹を弓
形にまげたり
、
弓を
切っ
て作る)
を取り
五四
出し
て、大衆
に示し
て言
った
。
「諸君、
これ
を竹
箆と
呼べ
ば、
その
本質を
見落
として
しま
うし、
竹箆
と呼
ばなか
ったら
、
その事
実にそむ
く。
さあ、
諸君、
言っ
てみよ
。
これ
を何と呼ぶ
か。
」)
竹箆を
「竹
箆と呼ぶ」
のは
、色す
なわち現
象界、
差別
の世
界の
ことで
あ
り
「竹箆を竹
箆と呼
ばない」
とは
、
空す
なわ
ち本
質の
世界、
平等
の世
界
のことで
ある。
すなわち竹
箆を竹箆と
呼べ
ば、
差別
の世
界にとらわれ
て、
空 、
平等
の世
界における側
面を見
落し
てし
まう
し、
ま
た竹
箆を竹
箆と呼
ば
なければ、
平等
の世
界に
とらわれ
て、色、
差別
の世
界に
おける
側
面を無
視
している
。
ここで
示され
るも
のは
、
すべ
ての
もの
を空じた後に
あらわれ
る、
ある
がまま
の
「如」
の世
界で
ある。
竹箆
は竹
箆と
して
大
活現成
する
の
である。以前
テ
レビ
で外
国人が鉛
筆
を口
にく
わえ
て、
これ
を手でた
いて
リズ
ム
をと
って
いた
のを
見
たこ
とがある。
「これ
は鉛
仕事だ。
書く
もの
だ。
」
とい
う
概念が
あっ
ては
、
この
よう
な創
造活動
は出
てこない。
禅の論
理と
して
、鈴
木大拙
は
「即
非の論
理」
を提
唱し、
秋月龍
現は
これ
を
展開
し、
整理し
ている
。
これ
は漢
訳
「金
剛般若経」
に「
如来
は世
界
は、
即
ち世
界に非
ずと
説き、
これ
を世界と名
づ
く。」
または
「言う所
の
一切
法と
は、
即ち
一切法
に非
ず、
この
故に
一切法
と名
づ
く。」
「如来
は仏
土を荘
厳す
という
は、
即ち、
荘厳
に非ずと説く。
これ
を荘厳
と名
づ
くよ
などがあ
る
ところか
ら、
鈴木
は、
般若思想
の論
理と
し
て自
覚
的に取り
出した
もので
あ
る。この
金剛般若
経の命
題は、
「A
は非A
である。
故にAと
いわ
れるよ
とい
うこ
と
で、
A(
肯定)
と非A
(否定)
、
すなわ
ち絶対
に相反
するも
の
絶
対矛盾)
が「
即」
によ
って
、
そのま
ま自己同
一lA即
非A是
名A
!と
いう
自覚、
そこ
に即
非の論
理が
あると
いうの
であ
る。
この
場合、
第一
のA
は現
象界
であり
、第二
の非
Aは
本質
の世
界であ
って
、前者
が色であ
れば、
後者
は空
である。
そこ
で
「A
は非A
である」
は色
即是空
であり
、
「故
にAと
い
われる
」
は、
空即是
色である
。
山田耕雲は、
この
即が聞
に入ると
、
現象界
と本
質界
が二
つに
分かれ
てし
まうの
で、
空色
であり
、色空
であると
述べ
て
いる
。
という
のは
色と空は、
この
ように分
けられるも
ので
はな
く、
本来
は
一つ
のも
のであ
るからで
ある
。
こう
し
て見ると
、
「竹
箆は竹
箆に
非ず
、
こ
の故に竹
箆と名
づ
く」
という
ことに
なろう
。
水は
一般には
、
「水
は液
体である
」
または
「常温
の水
は、
液体
である」
とい
う。
しか
し水は、
いつ
でも液
体の状
態に
とどまら
ない。
温度が
下れ
ば、
結氷
し
て固
体と
なる。
これ
を氷と名
づけ
ている
。
また温
度が
上昇す
る
と、
気体
になる。
これ
を水蒸
気と名
づけて
いる
。
すなわち
、水が結
氷し
て
氷と
なる場
合、
液体
とし
ての
水↓液体
として
の水で
はない↓
固体
とし
ての
水
公式
化
すれば
〉↓
ロOロ〉↓∞
換言すれば
〉け川口
。ロ〉
故
krリロ
これに
よっ
て即
非の論
理は
、
認識
の論
理にとどま
らず
、変換
の論
理また
は創
造の
論理
に転
換
する
のである。
鉛筆
は
「筆記
具である
」
「書
くもの
」
とい
えば、
知能検査
なら
合格だ
が、
創造性検査
の
「新用途開拓
」の
テス
トで
は不
合格
だ。
鉛筆
は、
線引き、
占
いに
使う、
耳かき
、穴をあけ
る、
二本
使っ
て箸、
前述
の楽
器など、
種々
の
使い方
(用)
によ
って名
づける
ことが
できる。
そこ
でまず
概念
をこ
わして
禅の
悟りと創
造性
みるこ
とだ。
そうし
て始め
て新し
い概
念が生
まれ
、新し
い働
きや新し
いも
のが
生まれ
てくる
のである。
7 
不可
得の
智と安
心
真実
は根
本的
には
つかむこと
がで
き
ない
とわか
ると
、不思議な
ことに
安
心がえら
れる
もの
である
。
さら
に真
実の探
究の意
欲が
ます
ますわ
いてくる
もの
である。達摩安心
達磨
面壁す。
二祖
雪に立ち
、
替を断
って
云わ
く、
弟子心未だ安ら
かなら
ず。
乞う
師、
安心
せし
めたまえ
。磨云
わく
、
心をもち来たれ、
汝が
ために
安んぜ
ん。
祖云
わく
、
心を
もとむる
に、
つい
に不
可得な
り。
磨云
わく
、汝
がために
安
心せしめおわん
ぬ。
(「 無門関」
第四
一)
(達磨大
師は面
壁し
て坐
禅し
ていた
。
二祖
は雪
の中
に立
って
、自ら替を切
断し
て告
一ロ った
。
「私
はまだ
心が不
安です
。
どうか
私を安
心させ
てくださ
ぃ。
」達磨
は言
った
。
「それなら
、
その
不安の
心を持
って
来い。
そう
すれば
お前
を安心
さ
せて
やろう
。」
そこ
で二祖
は言
った
。
「不
安の
心をさが
しまし
F- ゃ 、 A、
f、刃
つい
に見つ
かり
ませ
んで
した。
達磨
は言
った
。
「不
安の心がど
こに
もな
いという
こと、
がわか
ったら
、
それ
で安
心では
ない
か。
」)
この
公案の要
点は、
つい
に不可
得なり」
にある。
不
「心を
もとむ
るに
、
安の心がど
こに
も
ないこ
とがわかると
、
そこ
に安
心がえられる。
心を
いく
らかさ
がし
でも
、
その
実体は本
来な
いからで
ある
。もちろん
現象
の面で
は、喜怒哀楽、
不安
、苦 悩、
絶望
など、
いろい
ろ体
験し
てい
るが
、
それ
も
原因
(条件)
があ
って生ずる
ので
ある
。原因が
なくなれば、
その
心理現
象
五五
禅の悟
りと創
造性
は消
失
する。
すなわ
ち本
来何も
な
いこ
とがわかる
。そ
こに
気
がつ
くと安
心
がえられる。
そう
する
と、
生活
や仕事
への
意欲
がわ
いてくるも
ので
ある
。
禅の公
案に
「無字
の根
源を
見よ」
とい
う公案があ
る。
それ
は仏
様も御
存
知のない世
界であ
って
、
ここ
から
すべ
ての
事象
が生まれ
てくる。
その
意味
では
、
無字
の根
源は、
創造的無と
いう
べき
もので
、創造
と生
成
の源であ
る。私が
この
無
字の根
源の
公案
で体
験
したことで
、
一個
の人
間
とし
て、
また
科学者
と
して
最高
の真
理を
つか
んだ思
いがして
、感動
したこ
とを
憶
えてい
る。
そこ
で真
理探究
における迷い
が消え
た。
自己
の無
知を知
って
、
かえ
っ
て不
安が消
えて
、自分
がどこま
で事
実を発見す
ることができるか
、
人間
の
新し
い可能
性を開
発する
ことがで
きるか
、
やっ
て見ょうと
いう
意欲
が出
て
きた
のである。
8 
柔
性
軟
金剛
般若経
に
「応無所
住而生其心」
(応
に住
する所
無く
し
て、
其の心
を
生ずベ
し)
すなわち
、
一切
の相にとらわ
れない
心を生ぜ
よと説い
ている
。
にゅうなんしん
これ
は執
着
心のない
こと
であり
1
柔鞍
心(
ある
がまま
に事
実を受け
入れ、
状況
に適切に適
応
できること
)
であり
、自由無
擬なる境
涯で
あ
る。
また
「随
処に主と
なる」
人の絶
対自由
の行
動である。
これ
を行的な面
では
、
「応無
所住行於布施」
(応
に住
する所
無
く
して
、布
施を行ず
ベし
)と
いっ
ている
。すなわち
何ものに
もとらわれな
いで施しを
せよ
と説かれ
ている
。前者
が体であれ
ば、
後者
は用
であり
、真の事
実が機
(禅機)
とな
って出てきた
もので
ある
。禅で
は、
真の事
実
をは
っき
りと自
覚一 し、
それ
を修
行を通
して
、
人格化
し、自
然に行
動に
あらわれる
ように精
五六
進する
ので
ある
。
現在
では
以土の心の
働
きを柔
軟性
とい
ってい
るが、
これは
開放性、
融通
性、
聞い
た心と
いう
こと
もあ
る。
すなわ
ち環
境の変
化に
容易
に適
応できる
能力、
新し
い情
報を受
け入れ
る能
力と傾
向、
あいまいさ
の寛
容、
関心
の広
さに
つながり
、多様な価値を
受け入れ、
つく
り出す
多様性
と
いっ
た特
徴を
有す
る。
この
柔軟性
は、
創造性
の人格特性
と
して
、
また
精神的健康
の特
徴
とし
ても、
非常
に重要な特
性である。
9 
窮地
の打
開
問題解
決や創
造活動
にゆ
きづま
って
、
二進
も三
進
も進
まない状
況に
いた
った
時、
ある
時た
ちど
ころに
問題が解
決さ
れ、
新し
いものが
生ま
れること
が少
くな
い。
呑厳上樹
ふく
よ
香厳和
尚云
わく
、
人の樹
に上るが
如し。
口
に樹
枝を
脚み、
手に
枝を禁じ
じゅ
げ
とた
ず。
脚、
樹を踏まず。
樹下
に人
有
って
、
西来
意を問わ
んに
、
対えずんば
す
なわち他の所
聞にそ
むく。
もし対
えな
ば、
また
喪身失
命せ
ん。
正居座の
時、
作歴
生か対
え
ん。
(「 無門関」
第五)
(香厳和尚
が言
った
。
「人が
高い樹の上に
のぼ
って
いると
する。
口に
枝を
くわえ
てぶら
下
って
いる
。
手で
枝を
つかまず
、
足も枝を
ふまえ
ていな
い。
木の下に
いる人
が
「達
磨大師が
イン
ドから
中国
に伝え
られた仏
法の極
意は
何か」
と問う
したら
、
どう
するか。
もし
答え
なければ、
その人
の質 問に
応じない
ことに
なる。
もし
答え
れば、
木か
ら落ち
て死ん
でし
まう
。
このよ
うな
時、
どう
答
えたらよ
いか。
)
こ
の
ように
絶
対絶
命の窮
地におちこ
んだ場
合、
どう
打開す
(MN
〉
るか
を求
めている
。
秋月
のい
うように、
「窮すれ
ば通
ずる」
とい
うように、
この
公案
は
、
問題状況が
「転」
ずる
ので
ある
。
「窮す
れば
通ず」
という
ことは
、
ある
状
況や問題
で
行きづ
まっ
て絶
対絶
命
の
立場に立
つと
、
状況が打開
し、
問題が解
決され
かえ
っ
て活
路が聞け
て
るという
ことで
ある。
かつて
の野
球の
すぐれ
た打
者であ
った
川
上哲治
は、
参禅
し
てい
たが
、
スラン
プに
な
った
。
その時
その
スラン
プが
突
き破れ
ない
のは
、
窮し
か
たが足
りな
いこ
とを
学び、
ある
時
その
スラ
ンプ
を脱
する
ので
ある
。
彼はそ
の
時の状
況に
ついて
、
「昭
和二
十五
年の夏
、
多摩川
グラウ
ン
ドで
、
特打ち
を続け
るう
ち
に、
突然
目の前の
厚い壁
が
スIッと
消え
て
いっ
た。
投手
の投
げた球が手
も
とで
一瞬
止ま
っ
て見
える
。
止ま
った
球を
たたく
の
だか
ら何回
打つ
でも
ジャ
ス
トミl
トで
きる。
」と
述べ
ている
。
この
よう
に真
剣
にそ
のこ
とに
没頭し
て、
自己が死ねば
(自
己を
忘ずれ
ば
)、
すな
わちそ
こに
新し
い
そこ
に本
来
の自
己
があら
われる
も
ので
ある。
状況
が生まれ
て、
問題が解
ける
ので
ある
。ま
た次の
ような公
案があ
る。
竿頭進歩
石霜和
尚云
わく
、
百尺
竿頭、
いか
んが
歩を
進め
ん。
また古
徳一再
わく
、
百
尺竿
頭に坐する底の
人、
し
かも
得入すと
雄も、
未だ真と
なさ
ず。
百尺竿
頭、
すべ
から
く歩を
進め
て、
十方世界
に全身を現
ずベ
し
。
(「
無門関」
第四
六)
(石霜和
尚は一
言った
。
「百尺
の竿の
先から
、
どの
ように
一歩を
進め
る
か。
」
また古
徳長沙
は言
った
。
「百尺
の竿
の先に坐り込
んで
いる
人
(悟
った
世界
に坐り込む
こと
)
は、
ある
悟り
の境
地に入る
こと
が
できたと
いっ
て
も、
禅の悟
りと創
造性
だ
本
当に
悟
りでは
ない。
百尺
の
竿
の先か
ら
さ
らに
一歩
を
進
めて
、十
方世界
に自己
の
全体を実現し
なければ
ならな
い
。」)
百尺竿頭と
は、
問題
に
ゆき詰
っ
て
、ご
進を三進
もい
かな
くな
っ
た状
態で
ある。
この
よ
うにし
て進退
窮
まって
、
禅定
が深
ま
る。
すると
一転し
て悟り
(気づ
き)
が生
ずる。
また
ある
悟り
の状
態に坐
りこんで
いた
の
では
、
さら
に悟りを深め
ることは
でき
ない。
活発
に用
(機)
を働
かせるには
、
竿の先
を一
歩進
め
なければ
なら
ない。
この
「百
尺竿頭」
は大
死一
番の境
地とす
れ
ば、
さらに
「歩を
進め
る」
は絶
後再匙
の境
渥
とし
て解
され
るが
、秋
月は
こ
の「
百尺竿
頭」
を大死
一番
底と
しての
み
解す
るの
と、
絶後
再匙を何程
か体
験したも
の
と解
する
のと違いがある
のべ
ている
。
すなわち
悟
って
も
、そ
の悟り
に腰かけずに、
さら
に悟りを深め
て、
向上を
はか
らなければ
ならな
いの
で
ある
。
10 
自他
一如と直
観
禅の悟
り
(覚)
は、
無分別智
であ
って
、
その対
象と
一つ
に
なることに
よ
って
気づ
くことで
、
創造
性では
直
観的思考
の働
きの特
徴を持
って
い
る。
非風非幡
せっぽん
あ
六祖
、
ちなみ
に風
、
利幡を
髄ぐ。
二僧
あ
り、
対論す。
ひとりは日
わく
、
はた
かな
幡動
くと。
ひとりは日わ
く。
風動
くと。
往復
し
てか
つ
て未だ
理に
契わず
。
にんしゃ
祖云
わく
、
これ
風、
動
くに
非
ず、
これ
幡、
動く
に非
ず、
仁者が
心動く
の
み
しようぜん
と。
ニ僧
保然た
り。
(「
無円関」
第二
九
)
(広州
の法
性寺
に利
幡
すなわ
ちそ
の寺に説
法のあること
を
示
す幡
がた
てて
ま
あって
、
そ
の幡
がパ
タパ
タと
ゆれ
ていた
。
二
人の僧
がそ
れに
つい
て議
論
を
始め
た。
一人
は
「幡
が動く」
とい
い 、
もう
一人
は
「風が動く」
とい
った
。
豆七
禅の悟
りと創
造性
往復問
答し
て、
どちら
も真
の事
実に合
わない。
それを
見て六
祖
(大鑑慧能
大師)
は言
った
。
「それ
は風が動
くので
もな
い。
幡、
が動
くの
でも
ない。
あ
なた方
の心
が動
いているの
だよ
二人
の僧は
これを
聞い
て驚い
て、
畏敬
の
念に打
たれた。
)
無門和尚
は、
この
則
を批
評して、
「風が動
くの
でもな
い。
幡が動
くの
で
もない、
また
心が動
くの
でもな
い。
」
とのべ
ている
。
風
が
すな
わち心は
、
動き、
幡、
が動く
のと
離
れてはいない。
そこには
、
風になり
、幡になり
き
っ
て、
ただバ
タパ
タと
鳴っ
ている
だけで
あ
る。
そこ
に自他
一如の真の自
己が
あらわ
れてい
る。ゴー
ドン
色。丘op
巧-
H・ M-)
は 、
シネ
クテイ
クス
(宇目
ロ2
丘町田)
とい
う創造技法
を生み出し
たが、
その
方法
の
一っ
として
人格
的類
(m
) 
推守
28ロ回
目白口回
目。ぬ可)
を用
いている
。すなわ
ち自分
がそのも
のに
なっ
て、
その
中
から物を感
じ、
考え
るので
ある
。魚に
なれば、
魚の心
、がわかる
し、
化学者が
運動し
てい
る分
子にな
れば、
分子
に起こ
る運
動が身体
で感じ
とること
がで
きるよ
うに
なる
ので
ある。
すな
わちそ
のもの
になりきる
こと
によ
って
、直観
(直観的思考)
が働
くの
である。
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剛般若経』
(仏典講座
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大蔵出版
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四七
年
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集独語』
二一宝
興
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昭和三
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昭和五
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五三年
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編
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昭
和
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